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In the natural environmental impact assessment, it has been a subject to ensure more 
efficiently influence prediction and evaluation to ecosystems. We aim at developing the techniques of 
grasping ecosystems more exactly, and the technique of evaluating habitats quantitatively in this 
research. 
 

［研究目的及び経緯］ 

環境影響評価法における環境影響評価では、「生態

系」が評価項目として追加された。建設省令において

も基本的方法は示されたが、今後、具体的な予測・評

価の方法を確立することや、生物・生態系に関する知

見を蓄積し、より定量的に予測・評価を行うなど、さ

らに、効率化や高度化を図るべき課題も少なからず残

されている。本研究は、生態系への影響予測・評価の

効率化・高度化を図るため、生態系を構成する生物の

生息空間に着目し、その相対的重要度を定量的に評価

する手法を開発することを目的とする。 

［研究内容］ 

環境影響評価においては、生態系を類型化し、単位

としてとらえ、その単位ごとに、予測・評価を行うと

されている。生態系の単位は一般には植生相観等の単

位と対応すると考えられるが、複数の環境を利用する

種も多いことから、植生がモザイク状に分布する地域

では、単に相観植生の単位を持って生態系の単位とす

ることは不適切な場合も多い。14 年度は栃木県宇都宮

東部地域（東西約 23 ㎞×南北約４㎞）を事例として、

鳥類のラインセンサスによる生息状況と相観植生との

対応関係から、生態系を類型化するとともに、それぞ

れの生態系における注目すべき種の選定に資する方法

を検討した。 

鳥類のラインセンサスは、平成 12 年の繁殖期に実施

した。生息環境のベースとして、環境省の自然環境情

報 GIS に時点修正等を加えた植生図データを用いた。 

［研究成果］ 

１．生息環境の類型化 

事例地域を一辺の長さが 500ｍのメッシュに区分し、

各メッシュ内の鳥類の出現状況について数量化Ⅲ類に

よる環境軸の抽出とクラスター分析により、出現鳥類

種のグループ化を行った。この結果、鳥類は７つのグ

ループにまとめられた。また、グループ化された鳥類

種のメッシュにおける出現状況から、メッシュのグル

ープ化を行い 11 のタイプを得た。さらに、両者の対応

関係から、生息環境としては、①普遍種が出現するメ

ッシュ群（タイプ１）、②普遍種と水田・池沼選好種が

出現するメッシュ群（タイプ２）、③普遍種と河川環境

選好種が出現するメッシュ群（タイプ３）、④普遍種と

小規模樹林種、アイランド樹林種が出現するメッシュ

群（タイプ４）の４つのタイプに類型化された。 

２．生息環境の内部構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 500m メッシュを単位とした鳥類種群の組み

合わせから見た生息環境の分類 
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４つのメッシュグループについて、それぞれの土地

被覆の状況を図－２に示す。 

全般に水田の占める割合が大きいが、中でもタイプ

２が特に大きい。各タイプ毎には、タイプ１が住宅地、

タイプ３は河川等の開放水域が他に比較して大きく、

それに関連した草地や砂礫地と考えられる裸地・造成

地の割合が大きくなっている。タイプ４は樹林地が大

きく、次いで畑地の占める割合が大きくなっているこ

とが特徴である。以上まとめると、タイプ１は住宅地

型。タイプ２は水田型。タイプ３は河川草地型。タイ

プ４は樹林畑地型と言うことができる。 

３．指標種の選定 

各メッシュタイプにおける出現確認鳥種の確認頻度

を表－１に示す。 

表－１中、①当該種の当該メッシュタイプでの確認

率が他のメッシュタイプの２倍を越える、②当該種の

当該メッシュタイプでの確認率が 10％以上ある、種を

当該メッシュの指標種とし、太枠で囲った。 

４．指標種の潜在的生息予測 

上の作業により抽出した指標種のうち、タイプ４を

指標するキジを例として、生息の予測を行った。繁殖

期の雄の行動圏面積は 17,000 ㎡～77,600 ㎡とされる

ことから、本報では、これを 70,000 ㎡と想定し、生息

の確認されたメッシュ（この分析では一辺が 50ｍ×50

ｍ）中心から半径 150ｍの円バッファーを発生させ、

その内部の土地被覆割合を算出した。同時に生息の見

られない任意の箇所から同様に円バッファーを発生さ

せ、内部植生割合を算出した。前者をキジが“on”、後

者を“off”として、判別分析を行った（表－２、３）。 

なお、固有値は 0.414 に留まったが、的中率は 75％

あり、比較的高い値であった。また、本分析にはステ

ップワイズ法を用いたが、説明変数として用いられた

植生凡例は、表－２の３凡例であった。これらの係数

を用いてキジの潜在的生息予測を行った（図－３）。 

５．環境影響評価への適用性 

本報では 500ｍ×500ｍメッシュを基本とした生息

環境と鳥類の関係から、生態系の類型化と当該生態系

の指標種（典型性の生態系の注目すべき種）の抽出方

法等を検討し、その種の生息予測モデルから潜在的生

息予測を行った。スケール的な粗さは否めないが生息

予測モデルを用いて、事業影響を予測する考え方など

の適用性は高いと考える。しかし、全般に生物の行動

圏の大きさや行動圏の内部環境に関する知見は乏しく、

本報で指標種に選定した種に関しても例示したキジの

他、数種に限定された。今後事業の影響予測、評価等

の定量的実施を可能とするためには、注目すべき種に

選定される可能性の高い種を中心に、その生息域の内

部構造等に関する知見を引き続き収集する必要性があ

ることも改めて示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図－２ メッシュグループ毎の土地被覆状況 

表－１ 確認種の確認頻度 

 

表－２ 正準判別分析の結果Ⅰ 

 

 

 

 

 

表－３ 正準判別分析結果Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ キジの潜在生息予測図(宇都宮東部 50m メッシュ)
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％ 9.9 22.7 1.7 0.6 7.6 15.1 3.5 27.3 8.7 0.0 0.0 5.2 1.2 0.6 0.0 0.0 1.2 0.0 1.2 7.6 0.0 4.7 8.1 1.2 0.0 0.0
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MCL..９,１０,１１ 152メッシュ 83 133 18 5 62 141 18 136 50 7 8 64 44 14 12 0 0 5 0 3 0 2 0 1 1 0
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植生凡例 キジ-on キジ-off
スギ・ヒノキ・サワラ林 0.144 0.226 0.042
その他林地 0.820 0.112 0.008
畑地 0.030 0.076 0.038
定数 -1.031 -2.251 -0.935

正準判別
関数係数

Fisherの線形判別
関数係数

キジ-on キジ-off

元のデータ キジ-on 39 21
65% 35%

キジ-off 9 51
15% 85%
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